
        

 

 

2014年 11月 28日 

報道関係各位 

株式会社ベネッセホールディングス 

代表取締役会長兼社長  原田 泳幸 

 

 中高生の英語学習に関する実態調査 2014  

9割の中高生が社会での英語の必要性は感じるが、 

5割弱が、将来、自分が英語を使うことはないと予想 

授業、予習・復習とも、「和訳と暗記」が中心で、 

「英語で自分の考えを書く・話す」機会は少ない 

株式会社ベネッセホールディングス（本社：岡山市、以下ベネッセ）の社内シンクタンク「ベネッセ教育

総合研究所」では、2014年 3月に、全国の中高生を対象に、英語学習の実態と意識に関する調査を実

施しました。英語教育改革の検討が進むなか、子どもの英語学習の実態や意識に深く切り込むことにより、

改めて英語の指導と学習の課題を考察することを目的にしています。本調査は、中学 1年生から高校 3

年生の 6学年を対象にしており、学年による違いを見ることもできます。 

 主な調査結果は、以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

１．授業中に「単語や英文を読んだり書いたりして覚える」はすべての学年でほぼ 8割を超えるが、「自

分の気持ちや考えを英語で書く・話す」は、中 2の約 6割をピークに減少。 

1）授業中に「英文を日本語に訳す」「単語や英文を読んだり書いたりして覚える」「単語の意味や英

語のしくみについて先生の説明を聞く」「文法の問題を解く」は、すべての学年でほぼ 8割以上行

われている。 

2）一方で、「自分の気持ちや考えを英語で書く」「自分の気持ちや考えを英語で話す」は中 2の 6

割弱（58.1％、55.9％）をピークに学年が上がるほど減少する。 

2．授業の予習・復習時に「英語で意見や感想を書く」は、中学で 2割未満、高校で 1割。 

1）授業の予習・復習時に、中高生の 6割が、「教科書本文を和訳」している（中学生 64.8％、高校

生 65.3％）。また、中学生の 47.0％、高校生の 32.7％が予習で「教科書本文をノートに写す」と

回答している。 

2）一方で、「英語で意見や感想を書く」ことは、予習・復習合わせても中学生は 2割未満（18.2%）、

高校生も 1割（11.6%）である。また、「話す」に関しても、「スピーチやプレゼンテーションなどの発

音の練習」は予習・復習あわせて 2割前後（中学生 23.2％、高校生 13.0％）と低い。 

3．社会での英語の必要性を 9割が感じているが、5割弱が自分自身が使うことはほとんどないと回

答。 

1）将来の社会での英語の必要性を聞いたところ、中高生の 9割＊（中学生 90.9％、高校生

91.1％）が、何らかの形で英語が必要だと回答し、「英語を使うことはほとんどない」は 1

割に満たない。 

2）一方で、自分が英語を使うイメージについて聞いたところ、半数近い中高生は「英語を

使うことはほとんどない」（中学生 44.2％、高校生 46.4％）と回答している。社会での英

語の必要性を認識していても、自分自身が使うイメージは低い。 

＊「日常生活で外国の人と英語を話すことがある」＋「いつもではないが仕事で英語を使う

ことがある」＋「仕事ではほとんどいつも英語を使う」の合計）」 
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今回の調査から、授業や家庭での学習は、今でも「和訳」や「暗記」が中心で、「英語を使う」（「話す」

「書く」）活動が少ない様子がうかがえます。もちろん、これは読解問題中心の入試による影響ともいえま

すが、コミュニケーション能力の育成が重視されているなかで、自分の意見や考えを「話す」「書く」という

活動をどのように取り入れるかは大きな課題だといえます。 

また、中高生は社会での英語の必要性はわかっていても、自分自身が英語を使うというイメージは低い

という実態も浮き彫りになりました。普段の学びで「英語を使う」ことが少ない現状を考えると、中高生が英

語を使うイメージを持てていないことも当然の結果ともいえるかもしれません。将来、どのように英語を使う

かは、それぞれの生徒によって目標が異なります。しかし、これからのグローバル社会において、さまざま

な英語の使い方をイメージすることは重要なことだと考えます。 

一方で、英語の勉強では「英語でたくさん会話をする」ことが大切であり、「話せたらかっこいい」と考え

る中高生が多く、「話す」ことの必要性やあこがれを感じています。小学校における英語教育の拡充強化、

中高における英語教育の高度化、大学入試 4 技能化など、英語教育改革の検討が進められていますが、

それにより、教員の指導のあり方や子どもの学習のあり方が変わり、意識とのギャップが解消されていくこ

とが望まれます。その方向に向かって、行政や教員、保護者、民間事業者など日本が一体となって改革

に取り組むために、本調査結果を活用していただきたいと思います。 

●調査概要 

名称  中高生の英語学習に関する実態調査 2014 

調査テーマ 中高生の英語学習の実態と意識 

調査方法  郵送法による質問紙調査 

調査時期  2014年 3月 

調査対象  全国の中学 1年生～高校 3年生 6,294名 

調査項目  

幼少期の英語体験・学び、小学校英語・学校外学習の役立ち感、授業の理解度、授業におけ

る活動内容、先生の授業での英語使用、勉強時間、学校外学習、習い事、学校の授業の予習・

復習、英語の好き／嫌い、つまずき、英語の学習観、外国や英語との関わり、自主的に英語に

触れる活動、英語の必要性、将来の英語使用、など。 

 

◆本調査結果をもとに、シンポジウムを開催いたします。 

ベネッセ教育総合研究所・上智大学 共催 

シンポジウム「子どもたちの未来を豊かにする英語教育とは？ 

―『中高生の英語学習に関する実態調査 2014』から考える課題と指導実践のあり方―」 

日時：2014年 12月 7日（日） 10時～17時  場所：上智大学四谷キャンパス 

詳細は下記、webサイトでご覧いただけます。 

http://www.arcle.jp/ 

◆ベネッセ教育総合研究所のホームページから、本リリース資料と調査結果速報をダウンロードできます。 

http://berd.benesse.jp/ 

株式会社ベネッセホールディングス 
広報・IR部 担当：三田村、坂本、西沢、齋藤 
電話：03-5320-3503  FAX：03-5320-1677 

4．英語に関する意識では、9割前後が「英語が話せたらかっこいい」と思っている 

1）英語の勉強で大切なことについて選択肢の中から 3つまで選んでもらったところ、「英語

でたくさん会話をする」が一番高く（中学生 53.4％、高校生 59.8％）、「単語をたくさん

覚える」「文法の知識を増やす」「英語をたくさん聞く」などが続く。 

2）英語に関する意識について聞いたところ、「英語のテストでいい点をとりたい」（中学生

93.9％、高校生 90.2％、「とても＋まあそう思う」の％）とほぼ同じ割合の 9割が、「英語

を話せたらかっこいい」（中学生 88.5％、高校生 90.5％）と思っている。 

http://www.arcle.jp/
http://berd.benesse.jp/
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●主な調査結果  

1．授業中に「単語や英文を読んだり書いたりして覚える」はすべての学年でほぼ 8割を超えるが、「自
分の気持ちや考えを英語で書く・話す」は、中２の約 6割をピークに減少。 

図 1 授業でしている学習 

 

 

 

2．授業の予習・復習時に「英語で意見や感想を書く」は、中学で 2割未満、高校で 1割。 

図 2 授業の予習・復習 

予習のみ 復習のみ
予習でも復
習でも

していない 予習のみ 復習のみ
予習でも復
習でも

していない

単語練習 14.0 49.3 16.1 18.2 17.2 37.8 10.6 31.2

単語の意味を調べる 40.0 22.7 15.5 19.4 48.6 14.7 13.5 20.8

問題を解く 8.7 50.9 15.6 22.2 20.1 35.8 11.2 30.0

教科書本文をノートに写す 37.8 21.8 9.2 28.7 29.2 11.5 3.5 52.1

教科書本文を和訳する 25.2 30.5 9.1 32.1 34.7 21.2 9.4 31.3

教科書本文を音読する 12.1 28.2 9.8 46.7 11.1 26.6 8.6 50.0

教科書本文やキーセンテンスを覚える 8.5 34.0 5.9 47.9 8.2 35.8 5.5 46.4

授業の内容に関連したことを調べる 6.3 15.7 2.8 71.5 6.9 11.8 2.7 74.3

スピーチやプレゼンテーションなどの発表の練習をする 9.6 10.8 2.8 73.2 7.1 4.6 1.3 82.6

英語で意見や感想を書く 2.9 13.6 1.7 78.2 3.3 7.3 1.0 84.1

中学生 高校生

 

 

 

 

＊「よくしている」＋「ときどきしている」の％。 

＊「ふだん、学校の英語の授業のためにどのような勉強をしていますか」という問いで、「予習として」「復習と
して」「していない」のうちあてはまるものすべてに回答してもらった数値。 
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3．社会での英語の必要性を 9割が感じているが、5割が自分自身が使うことはほとんどないと回答。 

図 3  社会での英語の必要性と自分が英語を使うイメージ 

 

4．英語に関する意識では、9割前後が「英語が話せたらかっこいい」と思っている 

図 4－1 英語を勉強する上で大切なこと 

 
＊10項目中から 3つまで選択。 
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図 4－2 英語に関する意識 

 

 

 
＊「とてもそう思う」＋「まあそう思う」の％。 


